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美 甘 和 哉
旭 川医 大 もす で に4回 生 を迎 えて 数 ケ 月 が過 ぎた が 、
私 が こ の大 学 で教 え る よ うに な って3年 経 った わ けで あ
る。3年 も医 学 校で 教 えて い な が ら、専 門 の 医 学教 育 と
は直 接 関 係 が な いの を よい こ とに、 医 学 にっ いて は 自分
の研 究 と係 りの あ る生物 学 的側 面 だ け に興 味 を抱 いて 来
た よ うで恥 し く思 って い る。 そ こで 、 も う少 し、 広 く医
学 に かか わ る 問題 につ いて 真 面 目 に知 って お か な けれ ば
と感 じ、 取 りあ えず岩 波 文庫 の 「 ヒ ポ ク ラテ ス ・古 い 医
術 につ い て」 、小 川 政恭 訳 を読 んで み た。
紀 元 前5世 紀 か ら4世 紀 に か けて 生 きた ヒポ ク ラテ ス
が、 ニ ワ トリの卵 を産 卵 の翌 日 か ら毎 口観 察 した発 生 学
の 草 分 けで あっ た こ とは 知 っ で いた が 、 この ヒポ クラ テ
ス集典 の 抄 訳 を読 ん で 、 さす が医学 の祖 と呼 ば れ る に相
さ わ
応 しい科 学 的 精神 と識 見 を 具 え た/¥で あ った こ とを う
か が い知 って 、深 い興味 を おぼ えた 。 ヒポ ク ラテ ス作uun
には 、科 学 的 な内 容 の ものの 他 に、道 徳 的 内 容 を 含 む も
の が 多い と言 うこ とで あ る が、 当時 す で に、 医 術 の発 達
につ れて 起 る問題 と して 、倫 理 観 乃 至 は道 徳 思想 の 重 要
性 が強 く認識 されて い た こ と が よ く顕 わ れて い る。
「医 師 の 心得 」、 「技 術 にっ いて 」、 「誓 い」 な どの 章
には 、 その ま ま現 代 の 医 師の 問 題 と して も通 じる と こ ろ
が 多い。 見方 を変 えれ ば 、 ギ リ シヤ の古 代 社 会 に お いて
も、す で に医術 の 運 用 の仕 方や 医師 の モ ラ ル には問 題 が
多 く、 これ らの記 述 か ら当時 の 医師 と患 者の 関 係 乃至 は
トラ ブ ル を推 測 す る と、現 代 社 会 の そ れ ら と少 しも 本質
的 に は変 らな い もの で あ る こ と に気付 く。 今 や 、 世間 で
は 、医 者 と患 者 との 間 の 不信 感 が拭 い難 い もの に な りつ
つ あ る よ うに警 告 され て い る が、二f数 百 年 を経 る うち
に段 々増 大 され 、 こ じれ て来 た の で あ ろ うか 。 勿論 、 医
術 が… 部 金持 階 級 の もの で あ った 古代 とす っ か り大衆 の
もの と な った現 代 とで は 、問 題 の拡 りに違 い の あ る こ と
は 当然 で あ ろ う し、 増 々重 症 と なっ た背 景 には 、 人間 性
を置 き去 りに した機 械 論fi勺文 明 の極 端 な発達 によ る価 値
観 の 変革 や 、氾 濫 す る情 報 に振 り廻 わ され る現 代 人の 自
信 と信 頼 の 喪失 が あ る こと は闇違 い な い と思 うが 、問 題
の.n;Slは や は り古 代 ギ リシ ヤ社 会 の そ れ と変 りな いの で
は ない か。
現 在 、医 学 そ の もの の進 歩 には 全 く目覚 しい もの が あ
る う え、医 師 の 数で も我 が国 で す で に12万 余 り とな り、
70を 越 す医 学校 には 毎 年7,000人 以Lの 学 生 が 入f'す る
と言 う状 況 で あ る。 医療 その もの も 、患 者 が享 受 出 来 る
質、時 間 、回 数 な ど少 し以 前 の状 態 とは比 較 にな らな い
程 改 善 され て 来 て い る。 しか し、 こ れだ けの こ とで患 者
の 幸 せ が得 られ てい ない と こ ろに問 題 が あ る,,今 の トラ
ブ ルの 多 くは、医 師 と患 者 の 人 間 的 触 れ あいの欠 除 が原
因 して いるら しい。医 師 に求 められ るもの は 、肉 体 的 に も精
神 的 に も弱 い立 場 の 人達 へ の 暖 い同 情 で あ ろ う。 この よ
うな労 りに徹 す る な らば 、医 師 のモ ラ ルの 問 題 な ど は お
のず か ら消 え、感 謝 と信 頼 の 関係 が甦 って くるに違 い な
い。 ヒポ ク ラテ ス作 品 に表 わ されて い る通 りで あ ろ う。
こ の古 くて新 しい 問題 と も 言える医師 のモ ラルにっ いて
は、 日本 の こ とわ ざ に も数 多 く見 られ 、時 代 を越 えてf
しの 中 に生 きて 来て い る。 諺 は 寸鉄 人 を さす 風刺 の 鋭 さ
と生活 体験 か ら生 れ た根 強 さ を剰 軽 に包 んで い ると こ ろ
にな ん と も言 え ない味 を もっ が 、広 く人 々 に 支持 され 、
長 く世 に伝 え られて 来 た もの の もつ 教 訓的 重 み をも って
い る。 い まや 若 い世 代 の 人達 の 間で は 、古 い諺 な ど失 わ
れっっ あ る もの の よ うで あ る が 、少 し調べ て み る と医 師
また は 医術 につ いて の 諺 が 実 に 多い こ と に驚 く。 こ れは 、
人々 に と って 医 師や 医 術 が非 常 に強 い 関心 のfigと な って
来 た こ との端 的 な あ らわ れで は ない か。
「匙 の先 よ り口の 先」 と か 「匙加 減 よ り口加 減」 な ど
と言 う諺 が あ るが、 医 術 の 貧困 を口 先で ご まかす こ とで
あ る。 「医 者 ・芸 者」 の よ うな辛 辣 な もの と と もに 、知
識 も技 術 も高 い 良心 的 な医 師 に とっ て1}、 極 めて 腹 、1陀た
しい ことで あ ろ う。 も し、 目先 だ け ヒ/なfhが 繁盛 す
る とす れば 、 患 者の 無 知 も さ るこ と な が ら、 その ヒに あ
ぐ ら をか いて儲 け に走 る非 道 徳性 に 、 よ り問 題 が あ る,,
「籔 医 者の 玄関 」 は 娠 辰 な 玄 関 、 つ ま り中 身 よ り外5d
で 信 用 を得 よ うとす る籔 医 者 を皮 肉 って い る が、医 者 に
限 らず この よ うなRも の は 世間 に意 外 に 多いの で は な い
か。 「流 行 れ ば医 者」 など と、 患 者 が 多け れ ば医 者 ほ ど
儲 か る職 業 は な い よ うに 考 え られて い る が 、医 が 真 に
仁術 で あ るな らば、 この よ うな諺 は'[～て は ま らな い.
医 師 は、難 病 を癒 し患 者の健 康 が 、!脇直 った時 、何 も
の に も代 え難 い満 足 と職 業的 誇 りを感 じる と 言 う。 患 者
の 幸 せ は言 うまで もな い。 医 師 の 自信 と患 者の 信牽貞と が
相 侯 って は じめて 成 る こ とで あ ろ う、,「医 を信 ぜ ざれ ば
病癒 えず」 は 、医 師 と患 者の 信頼 関 係 の 大 切 さを 表 わ し
て いて 、 患 者へ の戎 め だ けの よ うに思 い た く ない、,






Y 氏 の 場 ムロ
清 水 哲 也
日頃 、畏 敬 して や まな い産科 医Y氏 は 、新 聞 社 か らの
「先 生 、未 熟 児網 膜症 で 訴 え られ ま した 、 ご感 想 は?」
とい う電 話 を聞 いて も 、冷 徹 でnる この 先輩 に は、特 別
の 感 慨 さ えも な かっ た。 唯 、 ど うい う訳 か 「この 、 い
た いけ な未 熟 児の 生 命'tけ は救 わ な けれ ば」 と、 助産 婦
や看 護婦 を叱陀 激 励 して 、2晩 続 きの 完 全 な徹 夜 の あ と
新生 児室 の ガ ラス窓越 しに眺 め た 、 あ けが たの 空 の色 だ
け が、妙 に生 々 しく想 い出 され た だ けで あ っ た。 い く ら
妊 娠 中毒 症 には 、 食事療 法 が 大切 で あ る こ とを 、口 を す
っ ば く して説 明 して も、 ガム を く しゃ く しゃ や りなが ら、
さっぱ り耳 を傾 け よ う と しない 患者 のAr。 「あ なた の
尼 の 浮腫 は、妊 娠 中 毒症 の 症状 の一 つ なん だ か ら、 水 分
と塩 分 の制 限 を しな さいJと 懸 命 の 食 事指導 に もか ・わ
らず 、症 状 の改 善 をみ な いAf一 に 、Y氏 は たず ねた 。「水
は制 限 して い るの?」 。 「え ・、先 生 は 水が い け ない とい
うもん だ か ら、 ジユ ー ス のん で い る」。症状 は進 行 して 、
蛋 臼尿 の 出現 と血L圧のL昇 、 い わ ゆ る晩 期妊 娠 中 毒症 の
Triasは 出揃 って しまっ た。 そ ん な あ る[、Af… 妊 娠
8カ 月で 、}iし産 未熟 児 を娩 出 した。 瓜 々の 声 も弱 々 しく、
た ちま ち金身 に菩明 なチ ア ノー ゼ が出 現 す る。 この極 小
未熟 児 は 、個 人病 院 と しては 当時 、珍 ら しい最 新 鋭 の電
ヂ反比例 制御 方式 の保 育 器 に収 容 され、 幾 度 とな く襲 っ
て くる 「呼 吸停JI:」 に対処 して 、Y氏 の 病 院 の 全て の 看
護 ス タ ッフ も また 、Y氏 に 協 力 して必 死 の 努 力 を払 った,,
「先生 、孫 の 生 命 だ けは 、 なん と してで も助 け て ドさい」
Arの 母親 は 新 生 児室 の ガ ラ ス窓 越 しに兇 える 、保 育 器
内 の、紫 色 に なっ てい る孫 の姿 を、 くい い るよ うに見 詰
め な が ら、Y氏 にrを 合 わせ て い た。 そん なAfの 母 親
の姿 を兄 る につ け 、Y氏 は小 柄 なが ら、精惇 な体 全 体 に
フ アイ トをみ な ぎらせ て い た。 「よ し、 きっ とこの ∫一の
生 命だ け は救 って あ げよ う」 と,、 一一新 聞 社 の電 話 に 「
い や、特 別の 感想 と い った もの は あ りませ ん よ」。
未熟 児網 膜 症 の 原因 にっ いて 説 明 しよ うと も思 った が 、
日頃 、絨 黙 なY氏 に と って は、 その よ うな応 対 は、 もの
うい こ とで も あ る し、 何 よ りも待 合室 に い る患 者 を これ
以L待 た せ るの が 気 にな って 、 受 話 器 を置 い た。 新 聞 は
朝 岡社 会面の ト・ノブ記 事に して 、 大 き く報 じて いた 。 そ
して、 この記 事の末 尾 に 、未 熟 児糸圏膜 症 とは 、保F3f,内
の酸 素 の流 し過 ぎに よ る新生 児 の視 力障 害 で 、 失明 に 至
るこ とが あ る とい う、 どこ かのrf科 辞 典 よ り転 記 した と
しか思 えな い数 行の 解 説 を付 記 して い た。 こ ・にマ ス コ
ミの恐 し きがあ る 、今 日、未 熟 児網 膜 症 の 原因 を10人 の
市 民 に問 い か けた ら、10人 が10人 、 保 育 器内 の 酸 素 の 与
えす ぎ とい う答 えが返 って こ よ う。 先 日も あ る新 聞 に中
年 の 女性 が こん な投 書 を して い た。 「私 は時 々、 新 生 児
室 の ガ ラス窓 越 しに保 育 器 を見 る機 会 が あ る が 、今 まで
は、 赤 ちゃん の 生 命 を救 って くれ る有 難 い器 械 と思 って
みて い た が、 未 熟 児網 膜 症 の記 事 を読 ん で以 来 、 あ の 箱
が赤 ちゃ んの 眼 を奪 う恐 ろ しい器 械 か と見 るの も嫌 に な
りま した」 と。誤 解 も こ ・まで くれ ば 、 も はや 説 明 す る
元 気 もな くな って こ よ うとい うもの 。 未 熟児 網 膜 症 の 真
の 原 因 は 、酸 素 で は な くて 、網 膜 それ 自体 の 未 熟性 に あ
る こ とは 、今 日、 医学 の 常識 で あ る。 胎 児 の網 膜周 辺 部
の 毛細 血 管 は、 胎 生8カ 月よ り発 育 をは じめ10カ 月 に 至
って お わ る。 した が って 「胎 内」 と い う安定 した環 境 ド
で 整 然 と発 育 す べ きもの が、早 産 に よ って 、突 然 不安 定
な 「胎 外」 環境 に置 か れ るた め に、網 膜 血管 は乱 脈 な 発
育 をは じめ、 これ が刺 激 とな っ て網膜 に廠 痕 性 の 変化 が
お こ り、眼 底 部 分 よ り剥 離 す る。 この場 合 、確 かに酸 素
は本 症 発症 の 誘 因 と して の 意味 合 いは あ る。 そ れな ら酸
素の投 与 な どや め て しま え とい う発 想 もあ ろ う。 しか し
呼 吸 機能 の未 熟 な児 へ の酸 素 投 与 を中 止 す れ ば 、 これ は
未熟 児 の死 亡 か脳 性 マ ヒ に連 る。 事 実 、米国 で ≪一一時 期 、
全米 眼科 学 会 の 声 明 に よ って 、 産科 医 や 小児 科 医 は 酸 素
の投 与 を制 限 した 。確 か に未 熟 児網膜 症 は減 少 した 。
しか し児 の死 亡 率 と脳 性 マ ヒの急 増 を来 た し、この 声 明 は
撤 回 され た。 酸 素 の必 要 な こ とは わ か った が 、適 正 な酸
素 濃 度 とい うもの が あ るだ ろ う とい う問 題提 起 もあろ ラ。ミ
適 正 斉酸 素濃 度 は 、保 育 鴇 内 の濃 度 規 正 だ けで は不 充 分
で 、 児 の股 動 脈 よ り動 脈[血 を頻 回 に穿 刺採 血 して酸 素 分
圧 を測 定 しな が ら、 この 測 定 値 を酸 素 流 量 に ブ イー ドバ
ック し ない限 りは 、適 正 な保育 器内 濃 度 は維i持で きない。
測 定 の 回数 は、 未 熟 児 が保 育 器 内 に収 容 され て か ら、退
院 まで30回 は必 要で 、 この た め 貧」血に陥 り、輸[肛 を く り
か え し なが らの 動 脈採 血 とい うこ と に な る。 こ れは ま き
に視 力の保 全 と生 命 の維 持 の何 れ を と るか とい うギ リ ギ
リの 、 い わ ば 「医 療の 原 点」 に触 れ る問 題 で も あ る。「Y
氏 の場 合」、今 日 もま た深 夜 の 分娩 室 を額 に汗 して走 り ま
わ って い る こ とで あ ろ う。 ちな み に裁 判 用語 で はY氏 は
「被 告 人」 と口乎講 され るo
(産 婦 人科 学 講座 教 授)
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旭川 医科大学談話会
本学 教 官 の専 門分 野 にd」'ける研 究 発 表 を通 して教 官 、
学 生 及 び関 係 機 関の 交 流 をは か る こ と を目的 と して発 足
した 「旭 川 医 科 大学 談 話 会」 は 、昭 和49年2月 の 第1回
談 話 会以 来 、 着実 に その 歩 み を続 け、 本 年10月 で 第25回
を迎 え ます 。 本 年度 も森 、吉 岡 両 教授 を幹 事 と して下 記
の とお り開 催 を 予定 して い ます の で 学 生渚 君 も 多数参 集
くだ さい。
な お第21回 か ら第24回 まで の 談 話 会 は次 の とお り行 わ
れ ま した。
(幹 事)
第21回5月25口(火)司 会 武 部和 夫(内 科 学 第 二講座)
'
,1)「 脊髄 傷 害 後 に生 ず る膝 蓋腱 反射IL進 の 実験 的 研
究 」 助 教 授(生 理 学 第=講 座)青 木 藩
、21「 オ ン コセ ル カ症 一 ガ ーナ で の観 察 を中 心 と して
一 」 教 授(眼 科学 講 座)保 坂 明郎
第22回6月8日(火)司 会 保 坂 明 郎(眼 科 学 講座)
、11「 素 粒子 反応 と内 部構 造 」
講 師(物 理 学)晴 山 稚寛
2!「 ス トレス潰 瘍 をめ ぐって」
教 授(内 科学第 こ講座)並 木IE義
第23回7月6日(火)司 会 高 杉佐 …(内 科 学 第 モ講座/
:1)「 松 果体 の グ リ コゲ ン に関す る実験 形 態 学的 研 究
一一ri寺間 生牛勿♂汐自勺観点 か ら」
且力孝女手受(角翠音ll学第 二、溝∫坐)hu上 也1隆
:21「 四 国 に お け る肺吸 虫 症 のX線 像」
教 授(放 射 線 医 学講 座)天 羽 一夫
第24回9月7日 〔火)司 会 天 羽.㌔夫(放 芽r線医学 講 座)
1)「 新 強心 物 質Anthopleurin-A(AP-A)の
薬 理 学的 特 性 につ い て」
助 教 授(薬 理 学 講 座)泉 尭
'21「 精 神鑑 定 の 経験 か ら
」
教 授(精 神 医 学 溝座)森 田 昭之 助
昭和51年 度旭川医科大学談話会予定表
閉 催 月u 話 題 提 供 者 ・1会 者
1015日(火) 小川秀道 〔麻) 片 桐 一(病 ⊃ 森田昭之助
11月911/火) 大河原章(皮) '}そ塚 寿';㌃ 〔化 〕 小川 秀道
12t)7目 〔火) 高杉佑 ・(内 う 水野文雄(紬 大河 原,;,:
1月11日(火) 宮 岸 勉(#ii> 戸 松 良 ・(),1 高 杉 佑 ・
















規 程 の 改 正 につ い て
昭 和51年4月1日 付 けで 学 則 の 一部 を改止 しま した 。
改 正の 内 容 は 、検 定料 、入 学 料 及 び授 業料 の額 及 び徴収
方法 穿 を、学 則 に定 め る もの の ほ か 、文 部 省 令の 定 め る
とこ ろ にゆ だ ね る こ とに した こ と及 び授 業科 目 を変 吏 し
た こ とで す 、,
な お、'tI:ｬ11Jの一部 を改 正 す る規 程 は 、次 の とお りで す、
(庶 務 課)
旭 川 医科 大 学学 則 の 一部 を改 正 す る規 程
bill医 科 大学 学 貝q(昭 和48年 旭 医 大達 第1号)の 一部
を次J)よ うに改 正 す るG
第27条 中 「検 定 料 と して7,500円 」 を 「検定 料 」 に改
め る
第28条 第1項 を削 り、同 条第2項 中 「前項 に 長見定 す る」
を削 り、 同項 を同 条 第1項 とす るD
第29条 第1項 を削 り、同 条第2項 中 「前 項 に 規定 す る」
を削 り、 同項 を「司条第1項 とす る、、
第34条 の 次 に次 の1条 を加 え る。
(検 定 料 、 人';'d`4及び授 業料 の額 及 び徴収 方法 等)
第34袋 の2険 定 料 、 人学 料 及 び授 業料 の 額 及 び徴 収 方
法 等:よ、 この学 則 に定 め る もの の ほ か 、[FII;%.の学 校 に お
け る授 業料 そ の他 の 費 用 に関 す る省 令 研{和36年 文部 省
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141・ に改 め る.
Jjl」ノ乏第2L#「 解 剖 学 」 を
r∫f寸}{Ij
「生 理 学 」 を
「病 理 学 」 を
「内科 学 」 を
「外科 学」 を
「解 剖 学 第1
解 剖 学 第2」
「ノ1{f「旦71」':第1










に 改 め る 、
こ の 規 程 は 、 昭 和51年4月1日 か ら施 行1'る 、,
別 表 第1中 「 手寺別 。薄義 4 4」 を
4
入 学 式 挙 行
昭 和51年 度 入学 式 は、 去 る4月16日(金)午 前11時 か
ら本学体 育館 で 挙 行 され ま した。 式 典 で は学 長 か ら 「大
学 は その 時 代 と社 会 の 要請 に よ って 設置 され るも ので あ
り、 従 って 大学 で は 知的探 究 を 行 うと とも に勝 れ た 惇門
家 を育 成 して社 会 に送 り出 す こ と も重 要 な使 命で あ る。
医 学 は実 践 の学 で あ り、 諸 君 は将 来立派 な医 師 と して社
会 に貢献 で きる よ う努 力 し、 先輩 と 力を合 わせ て良 き伝
統 を形成 して ほ しい」 旨 、 訓示 が あ り、 参列 した新 入 生
Lkじ め父 兄、教 職ll約250名 は 本学 の完 成 にむ け て決 意
を新 た に して い ま した。(学 生 課)
新 入 生 歓 迎 会
た羊}41口1き斤入'L御 」胆会1よ、4月18日 〔日)メ 「f受611rカ・ら
道 北 紆 済セ ン ター-e新 入生82名 をは じめ 、 第2学 年以L
の 学 生151名 、学 長 は じめ 教 官22名 の 参hllを 得 てCfl催 さ
れ ま した 、 歓迎 会 で はテ ー ブ ル毎 に、 花 リボ ンを胸 につ
けた 新 入生 を囲 ん で 談笑 が 行 わ れ、 また飛 行船 及 びチ1
リーハ ー ッの バ ン ド演 奏が雰P目 気 を盛 りi二げ、3時 間余








車 サ ッカ ー ・ラ グ ビー 場の 使 用 に つ いて 牽
サ ノカー ・ラ グ ビー場 に あ る6ウ 所の フ ラ ッ グポ ス ト
につ いて 、 幽部競 技 に 芝障 が あ る との 申 し出 が あ った た
め、 大学 で は応 急拮 置 と して 人K芝 を張 りま した が、 人
ll芝は釘 で 固定 され てい るた め、 使 用 に あ たって は あ ら
か じめ釘 の 飛 び出 し等 を点 検 し、怪 我 の な いよ う留 意 し
て くだ さい.、
〔学 〆十三課)
納 骨 堂 入 魂 式
解 剖 学 実習 の た め献 体 を受 けた 遺 骨 で 、 合葬 を望 ん だ
り身 寄 りの ない篤 志 家 の遺 骨 を祀 る本 学 の納 骨 堂 が 、近
文 墓 地 内 にで き、去 る6月15H(火)午 前10時30分 か ら
入 魂 式 が 行 われ ま した。
式 には学 長 は じめ教 職 員 及 び 白菊 会 関 係者 並 び に 市関
係者 ら30名 が出席 し、 読 経 の流 れ る中 、納 骨 され る20体
の 遺 骨 に焼 香 し、医 学 教 育 に よせ られ た 故 人の遺 徳 を偲
び冥 福 を祈 念 し ま した。
納 骨 堂 は近 文 台地 中腹 に位置 し自亜 の コ ン クリー ト製
で 高 さは5.6メ ー トル あ りiE面 の 御影 石 に は 、学 長 が揮
毫 した 「霊 座 」 の 文字 が 刻 ま れて い ます 。
学 生 諸君 も折 にふ れて 詣 で て くだ さい 。
(学 生 課)
激戦/本 年度 入学試 験
昭 和51年 度 の 入 学 試験 は 、去 る3}23日(火)、24日
(水)の 両 日、本学 と旭 川 東高 等学 校 とを試 験場 として実施
されま した,,本 年度の志願 者 数 、受 験 者数 は 開学 以 来の激
増ぶ りで 、特 に志 願 者数 で は 国 凱大z期 校の う ち第2
位 に ラ ン ク された た め本 学 で は ・時 、 試験 場 の 確 保 を心
配 しま した が 、幸 い 予想 よ り受験 者 数 が下 回 った た め2
試 験 場 で 実施 す るこ とが で きま した 。
昭 和52年 度 の 入 学試 験 志 願者 ・受 験 者 数 も 本 年度 程度
に な るもの と予測 されて い ます、,





志 願 者 受 験 者 合格.者 入 学 者
道 内 1349(128) 938(85) 66(1) 65(1)
道 外 1739(131) 933(70) 37(2) 35(2)
計 3088(259) 1871(155) 103(3) 100(3)
()は 女子で 内 数
5
研 究 室 印 象 言己  






34－・35辛′いう非常に苦い数字です「   
研究トマは「寸キシゲナ【ゼ」ですが、現在は「カ  
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される（小m約手、山口勒辛が机当L 二れらの師究は  
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第2回 医 大 祭 は 「躍 動 一解 き放 て 、 若 き 力 を/」 をテ
ーマ に 去 る6月17日(木)か ら6月20A(日)ま で4日
間に わ た り開f崔され た。
今 回の 医 大祭 で は 昨 年度 の 実 行 委員 会の 総括 を受 け、
学 生 自身 が 大学 祭 を享受 す るこ と を中 心 に据 え、市 民 に
門 戸 を 開 く企 画 との 調和 につ いて5月 か ら検 討 が行 われ
た。 その 結 果、広 く市 民 に大 学祭 実施 を ア ピー ルす る仮
装 行列 、前 夜祭 は6月17日(木)に 市 内中 心 部で 行い 、
6月19目(1:)、6月20H(日)を 市 民開放 日と し他 は
学 内で 学 生 自身 が 「葬受で き る企 画 を実施 することとなった。
お よそ 「祭 り」 は 日常生 活 の 単な る延 長 で は な く創 造
的 なrネ ル ギ ーの爆 発 的燃焼 の過 程 で もあ るが 、共 同社
会の 祭 り と して の医 大祭 は こ れ を顕 在 化 させ医 学 展 、座
談会 、 演 芸 会 等 に参 加 したrf'=諸 君 に と って創 造 的 な 活
動 に従 事 し、 協同 す る こ との意 義 を再 認 識す る契 機 とも
な った よ うで あ る。
6月17日 休 〉快 晴 の 旭 川。 決 死の 創 作 に よ るマ ンモ
ス、赤 々と 口 を開 け野 獣 の 本性 を さ らけ出す 罷、 開拓 者
精神 を象徴 す る1幌馬1}切 張rと 共 に 、マ リ リ ン ・モ ンロ
ーや バ トンガー ル(?)も ね り歩 き買 物 公園 の 喧 嘆 は 市
民の 笑 声 と歓 声 で 加 重『1'るば か り。 前夜 祭 は 夕闇 に 包 ま
れた 常 磐 公園 、,ラブ ラ ブボ ー トの シル エ ットも闇 に溶 け、
ーレ ㌣サ ウンドが湖 面 に響 く頃 にはフr_ス テバ ル は 最高 潮 ,、
6H18f1(金)演 芸 会eひ た す ら歌 う合唱 団、蹴 り、
突 き、 受 けの 型 か ら組rま で 少 林 寺拳 法 の初 演 武 、時 事
問題 に題 材 を得 た演 慮1、そ して ミュー ジカ ル。・各 ク ラス
の 全 力投 球 に学 生、 教 職 員 か ら惜 しみ ない拍 手。
午後 か らは ア ンケー トを基 に した医 学 教育 討 論 会。 学生
諸君 の眼 を通 して 見た 、 般 教 育の 位 置づ け、 実 習内 容
等、 基礎 医学 教育(解 剖 学 ・生 理学 ・生 化学)の 実 習時
間 数、 ス タ ッフ数 、更 に学 生 自身 の 授 業 に臨 む態 度 、試
験 制度 等 につ いて を資 料 に ま とめて の デ ィス カ ・・シ ョ ン。
そ して映 画 会 。大恐慌 に 話題 を とった ス タ イ ンベ ッ ク原
作 「怒 りの葡 萄 」 。
6月19日(f=)好 天 に恵 ま れ る。 市民 の 出足 も よ く、軽
食、 焼 鳥 、 ス ナ ックの 各模 擬 店 、古 本市 は じめお 茶 会将
棋 、 囲 碁 、写 真 展示 等 の ク ラ ス ・サ ー クル企 画 は盛 況 の
・語 に尽 きる
。 中 で も 「高lnL圧 と脳 卒 中」 「神経 」 「心
臓 」の医 学 展示 は、X線 写 真 や 標 本の 配列 に も苦 心 の跡 が






















りや す く、 多 くの 市 民 が熱 心 な 説明 に 耳を傾 け て い る姿
が 「]凱つ0こ れ ら医 学展 で は簡 単 な検査 も行 え る とあ っ
て 一時 は行 列 がで き るほ どの混 み よ う。 「健 康 」 に対 す
る関 心の 深 きと 本学 に よせ る市 民の 期待 の 大 きさ を如 実
にあ らわ して い る よ うで あ る。
午後4時 か らは 、夜 は無 医 地 区 とい わ れ る都 市の 医療
につ いて 、 旭 川 は じめ 各都 市 の現状 と 、そ の 改善 方向 に
っ い て現場 の医 師 を招 聰 して座 談 会。 夜 間 ・救 急医 療 に
っ い ての 各医 療 団体 の構 想 に も話 が 及 び社 会の 中 の医 療
につ いて 考え る。
6{-120LI(日)医 大祭 の 最終 日 とあ って 人出 も前 日 に
増 して 多 く両 日で 約3400名 の 市 民 の 観 覧 を得 る。 同 日
は清 水 、 小野 寺 両 教授 の 医 学講 演 会 が 行 われ 、 サ ー ク ル
企画 で も寄 席 や 自主 制作 映 画 ヒ映 も加 わ り な ごや かで 多
彩 な医 大 祭 を.`層 盛 り ヒげ る。
f'1陣を組 ん で 夜空 を こが す フ ア イヤ ー ス トー ム を囲 み
自身 の 情熱 に も以 た 炎 を 見つ めて4日 間 を振 り返 る学 生
諸 君 の胸 に、確 か な1口f物か を残 しな'が ら第2回 医 大 祭 は
成 功裡 に その 幕 を閉 じた 。
(r言 果)
バ レ ー ボ ー ル 部 全 首 制 覇
第23回 北 海 道 地 区 大 学 体 育 大
第23回 北 海道 地 区 大'「}身体 育 大 会は 、帯 広 畜 産大 学 が'li
悉 校 とな り、 去 る7月911〔 ヒ)か ら7月12[1(月)ま
での3日 間に わ た り、 全道42大 学 か ら約3500名 の選 罫が
参hllし て帯 広 市内 各競技 場 で 行 われ ま した。
本学 か らはg種 目 に合 計108名 が参tmし サ ソ カー�r
ベ ス ト8に 進 出す るな ど各種 目に善 戦 しま した が、 特 に
バ レーホ ー一ルiClt決 勝 トー ナ メ ン トに進 翫 し、道lii・
函教 大 ・樽 商 大 ・」レ'1そ園 を連破 、 部結 成3年 目で 全道 制
覇を成 し遂 げ ま した 。
参hll種 目の 成績 は 次の とお りで す 弓
バ レー ボー ル
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決勝 トー ナ メン ト進 出酪 農 大 優 勝 帯 畜 大2位 釧 教 大
弓道 優lli札 商 大33中2位 北'『1な園11位 旭医 大
な おり}∫・総 合で は 参 加30大 学 中、 第10位 で した,
〔学 生,湘
第19回 東 日 本 医 科
学 生 総 合 体 育 大 会
第19回 芽(日本医 科学 生 体 育 大 会f大 会 は、 梅 雨 明 け
宣 、揃 目び)7月20日(火)か ら競 技 種 目の トソプ を切 っ
て硬 式 庭 球 他1種Hが 開 催 され ま したc当 日、横 浜 は雨
模 様 で横 浜 スポー ツマ ンク ラブ での 硬 式庭 球 は中 止 され
ま した が、 同 日午 後5時 かh回 のi三管 校 で あ る慶 応義
塾 大学の 医 学 部北llt講 堂 で 開 会式 が行 われ ま したc
約80Y,の 理 嘱 、評 議 委 員及 び学 生 が開 会 式 に 参列 し、
ノくづミ』土乏ら)里害なノ{}ff三11テカ・ら 「18イ…重[jlこ33大 ご≠=、糸勺8,000名
の 選rの 参byを 得 た 今回 の 東医体 を 、参bllが 社 会的 ト
レー ニ ング を受 け 、II頃 錬 磨 した技 と ス,r°… ツマ ンシ ッ
寧言　y
。____ジ1翻 測 麟 護
ブ を充分 に発揮 し、 友情 を培 い 、親 睦 を深 め る、例 年 と
同 し よ うな実 りあ る大 会 と して成 功 させ た い」 旨挨 拶 が
fiわ れ た後 、優 勝 旗 ・杯 が返 還 され、7{33111(t:)ま で12
日間 にわ た る長 く暑 い戦 いの 幕が 切 りて 落 され ま した、
炎/:ド 、 本学 か らは陸L競 技 、準 硬 式野 球 、 硬 式 庭球
サ ノカー、 バ スケ ソ トボ ー ル、 バ レーボ ー ル、 卓珂気 剣
道 、 柔道 、 弓道 、 バ ドミン トン、空 罫道 の12種 目 に144
名が 参 川 しま した 、
なかzt,バ レーホ ー ル.GI.よr選 リー グで 独 協医 科;.:








































































































京医 科 歯 科 大学 に対 して も15-5、15-7と ス トレー ト
勝 ちを収 め 、決 勝 リー グ に進i出 し、群 馬 大学 に次 ぐ成 績
で準 優 勝 し、 本学 の 体育 サ ー クル で初 めて 全 医 体 に駒 を
進 め ま した 、,全医 体 で も初 出場 なが ら善 戦 し群 馬大学 、
金沢 大学 に次 ぎ3位 の座 を獲 得 す る快 挙 を な し とげ ま し
た,,な お開 会式 に 先立 っ て7〔19日(月)に 評 議 委員 会 が
開催 され 、 防衛 医 科 大学 校 の東 医 体 加盟 につ い て審 議 し
ま した が、 加盟 申請 は 認 め られ ませ んで した 。
(学 生 課 〕
東 医体 サ ッカ 観戦記
III村 剛 廉
8月26日 午 前10時20分 、 日吉 サ ソカー場 、 我 が 旭医 サ
ソ カー部 の 束医 体 で の初 試 合 が始 まっ た。fillTは 慶応 、
強敵 で あ る、,旭医 イレブ ンは 「い いか 、絶 対 勝 っ ゾ!」 の
掛 け 声 を残 し、 グ ラ ウ ン ドに陣 形 を整 えた,、審 判 の笛 が
鳴 り、キ ッ クオ フ、 これ か ら、 敵 、味 方 、 そ して 応援 し
て い る 者達 に さま さ まな75分 が始 ま るの だ。 ボ ー ル は ウ
イ ングのM君 に渡 り、 ・気 に敵 の ゴー ル近 く まで攻 め あ
げ た、 試 合 の展 開 は旭医 ヘ ー ス と な り、11人 が 素晴 ら し
い連 係 を 見せ 、ボ ー ル は8割 方 、 旭医 に コ ン トロ ー ル さ
れ て い る。7LI'に 来 て い た他 大 学 学 生の 声 、「慶 応 の相 弄
ど こ だ?強 い な 一」「旭 川 か 、初 出場 なの にや るな 一」 と
言 っ てい る間 に、 セ ン ター フ オ ワー ドT君 が 前 半7分 、
1点 を入 れ た。 また;=_の 声、「旭 川 、iklJ;ま で 行 くん じ
ゃ な いか虫,見 で い た誰 もが そ う感 じ、そ れ を疑 わ なか っ
た。 昨fト まで現 役 選rだ っ た公 衆 衛生 のK先 生 も 「これ
1よll券つ よ 、 東医 体こ新 聞 に 載 る よ」Cし か し、戦 局 は 徐 々 に
変 わ りっっ あ った 、,サ ンカ ーは 、 た だで さ え非 常 にハ ー
ドな スポ ー ツで 、涼 しい時 期 で さ え大変 な ス タ ミナ を 要
求 され る,,そ れ を真xの 東 京で や るの だ か ら、 こ れは選
rに とっ て一・種 の地 獄 で あ る.こ の 日 、気 温 は既 に33度
を越 して い た..東 医 俸で 勝 ち抜 くた め に は、単 に強 い
BrainとBodyの 他 にviolentな まで の 根性 が そ れ らの
Balanceを 芝 えて い な けれ ば な ら ない,,サ ッカ ーの 技 術
と同 時 に 、こ うい う もの もチ ー ム の 「実 力」 なの で あ る、.
そ して サ ソカー の 試 合で は、大体 、実 力通 りの勝 員父結 果 と
な る、酷 暑 に慣 れ て い な い旭医 チ ー ムの弱 さを巧 み に っ
いた 慶応 は確 実 に逆 襲 して きた.そ して 、結 局1対7で
負 けて しま ったe技 術 も根性 も 、 そ して 結 局 はチ ーム と
して の実 力 も毎 日の練 習 の 中で の み 養 われ て い くもの で
あ る.強 くな るた め の練 習 は厳 しい し、 本 当 に1拓い もの
で あ る。 しか し、 そ の中 に こそ ス ポー ツが 好 きで サ ソ カ
ー が 好 きな 者の 喜び や楽 しみ が あ る と思 う、,厳 しい練 習
の あ と、「きょ うは キ ツ か った な 一」 とい う °llc11の中 に 、
あ る喜 び を感 じ る時 、我 が旭 川 医 大 サ ソカー 部 は、本当 に
決 勝 まで 進 み 、 そ して優 勝 で きるチ ー ム と して,cryし て
い って い るの で は な いだ ろ うか。 フ レー!フ レー!旭 医
サ ソ カー部 。
(生 理 学 第 二講 座 助D
ノr
バ レー ボ ー ル 部 レポ ー ト
浜 崎 卓
7月10「1、11日 、12口 の3日 間 、帯 広 で 開 か れ た地 区
体 で 、 予選 か ら苦 戦 の 連続 の末 、 決 勝で 北 海 学園 大 学 を
13-15、15-10、15-8の セ ッ トカウ ン ト2対1で 破 り
優 勝 杯 を手 にす るこ とが で きた。 今 大 会 は、1っ 図 抜 け
た存 在 で あ る北 大、札大 が欠場 し、そ れ に続 く第2グ ルー
プ は 、本学 を 含め て混 戦 で あ り、連 盟 で も優 勝 候 補 に挙
げ て いた よ うだ が 、チ ャ ンス を確 実 に もの にで き、望 外
の喜 びで あ った 。我 々は試 合前 に な ると実 習 な どで 、 グ
ル ー プに 大 きな負担 をか け て お り、 こ う した 栄誉 に浴 せ
るの も、 重 に 、ク ラス メー トの理 解 の お蔭 で あ り、 この
機 会 に感謝 の 意 を表 わ した い。
次 に 「お めで と う」 と も 「残 念 だ っ たね 」 とも い われ
る東医 体 、 全医体 の 報 告 。7〔21目 か ら24日 まで 、駒 沢
球 技 場 で行 わ れた 東医 体 は 、準 決勝 の 自治 医 大 戦 を2対
1で せ り勝 ち、決 勝 の 対 群馬 大 戦 で は1対2で せ り合 っ
た が敗 れ 、準 優勝 に終 り ま した。 今 後 しば ら くは旭 医 、
群馬 、自治の3強 の 争 い が続 く模様 。東医 体 、西医 体 の 上
位3チ ー ムず っ 集 ま った 全医 体 は8月2日 、 堺 の臨 海 ス
ポ ー ツセ ン ターで 行 われ 、準 決 勝 で 西の1位 金沢kに1
対2で 負 け 、3位 決 定 戦 で 白治 に2対0で 勝 ち3位 で し
た。f{医 体 、 全医体 は暑 さを ど う克 服す る かが課 題 です。
部創 立以 来の 公式 戦 通 算 成績 は40勝11敗 で 間 に11連 勝
1i】10連 勝2回 をは さみ 、道 内 の リー グ戦 は16連 勝 中 で
優 勝 とい うもの は5回 経験 しま した 。 あ る時 は1学 年だ
け、 あ るい は1、2学 年 だ け 、 そ して 今年 も3学 年 まで
で 、戦 って この 成績 を残 して き ま した。
3年 前 、 バ レー 部 を結 成 して永lnの パ ル プ工場 の体 育
館 に かよ っ て いた頃 胸 にあ っ たの は 、2期 生 と して何 で
も自分 達 で創 って ゆ くん だ とい う気 負 い と 、親身 に世 話
を焼 いて くれ てい た学 生 課 の 人達 の顔 を 見 るにつ け意 を
新 た に した 新設の 旭 川 医 大の 名 を高 め るとい うL.い で した。
それ が 存望 な新 人が 入 って 、荒 けず りな が ら魅 力 あ るチ
ー ム に な り、鍛 えれ ば鍛 える程 強 く なって 今 で は行 け る
所 まで 行 っ てみ よ うとい う気待 で す 。
近 頃 は優 勝 の か か りた 大 事 な試 合 が続 き、い ず』れ も接
戦 で あ り、試 合中 は 」取 苦 しいば か り。 練 習 も前進 、 飛
躍 の 為、厳 に 妥協 を排 して ゆ かね ば な らず 、 白 分 を思 い
切 りぶ つ け るだ け です 。 こ の苦 し さが いっ か楽 しい思 い
川 と な る 日を'じ・待…ちに してQ
私 は中学 、高 校 、 大学 と クラブ 活 動 を通 じて 多 くの 友
人 を得 て きま した。 と こ とんや って 苫楽 を共 に す る こ と
で心 の 繋 が りが生 ま れ ます。 また 同 じチー ム と二 度 三 度
と戦 うこ とに よっ て冗 談 の 言 い合 え る仲 に な るの は良 い
もので す,,東 医体 、 全医 体で は 日本 中の 同 じ志 の知 己 が
i".tられ ま一ゲD
/'J,ドは 私の 個 人的 独 簿II勺意 兄で恥 しいの で す が 、読 み
飛 ば して い ただ け れ ば 幸い です 。 「あ ん な新 設 の医 大」
とどの チ ー ム も思 うので す 、,そこで 謙虚 な言 葉 な ど何 の
io
た しに も な らず、 誰iも聞 い ては くれ な い し、 自分達 も本
気 で勝 と うとい う気 力 な ど出て き ませ ん。 それ で は勝 負
は 、 や る前 か ら決 った も同然 で す 。 ダ メだ った ら素直 に
ハ ジ をか けば よ い。 男 は生 きて い る う ちに何 がで きる か
だ と思 って い ま す。 そ して グ ルー プは 、 ど うい う人 が 集
って い る かで す。 あ なた も優 れた 人 を集 め て、 何 か始 め
て み ませ ん か。他 の 人の 出 来 な い事 が 可能 か も。
(第3学 年 学 生)
石 狩 川 く だ り
町 田 光 司
石 狩 川 を ドって み た い。 それ は 長年 の夢 だ っ た。
意 気 投 合 した5人 。町 田 隊 長 、横 山副 隊 長 、計 良統 制
部 長 、 佐 々 木親 衛 隊 長 、大 宮 食 料 長 と、 平 の隊 員 は1名
も い ない とい う世 に も不思 議 なア ドベ ンチ ヤ ー ク ラブ の へ
結 成 まで に 、 さほ ど時 間 は かか らな か った 。万 一 の 事 故
に備 え、顧 問 には 整形 外科 の 原 田 先生 をお 願 い し、 又 石
狩 川 水 銀 汚染 調 査 には 『元北 大 ボ ー ト部 の 雄』 公 衆 衛 生
の 土 井 先生 の御 指 導 を仰 いで 、 万 全の 体 制 で あ る。
7月16日 、曇 り後 、土 砂 降 りの雨 。 石狩 川汚 染 の 元凶
で あ る牛朱 別111を2台 の ゴ ムボ ー トは増 水 の瀬 に乗 っ て
放 浪 を開始 。 巨 大 な排 水 口 か らは 、 あの悪 臭 を放 つ こ げ
茶色 の 水 が 、渦 を巻 い て襲 来 す る。 泡 だ らけの濁 流 の 中
る
で ボ ー トは堂 々め ぐ り。
一難.去っ て また 一 難
。2台 をつ な ぐロー プ が橋 桁 に ひ
っ か か り、我 々は 、怪 し く生 暖 か い泡 だ らけの 水 に漬 か
り、転 覆 の恐 怖 と闘 わ ね ば な らな か った 。
7月is口 、石 狩 川 本流 ピ ップ橋 を出 発 した が、..i二流 は
水 が無 く、 炎天 ドボ ー トを引 く作 業 はII7_くも座折 感 に押
しつ ぶ され は じめ て い た。
7月1913,快 晴 の旭 橋 グ ラ ン ド。NHK報 道 陣 、 少林
寺 挙 法 部 有志 、 な らび に青 森 県 人 会の 盛 大 な兄送 りの中、
カ メ ラマ ンがボ ー トに分 乗 し、旭 川 に別 れ を告 げ た。 思
え ば、 こ の先f可が あ るか わ か らぬ旅 で あ る。
神 居 古潭 絶 壁 の急 流 を ち ゃん わ ち ょん わ と越 え、逆流
す る川 を決 死 の 人 間船 外 機 で よ じ登 り、連 日30度 を越 え
る酷 暑 も な んの そ の毎 時2kmで 海 をめ ざ した。
夜 は 蚊 の大 歓 迎 。 隊 員の 顔 は異 様 に腫 大 し、 そ の顔 貌 は
軍㈱ 鵬綴 蕊麟離
バ ー キ ッ ト腫瘍 を彷 彿 と させ た。
か もめ が海 の近 さ を知 らせ て くれ た 日、 も はや 川幅 は
100mを 越 えて いた 。4;狩 川 の 水 は 限 りな く不 透 明 に近
い 茶色 で 、絶 えず パ ル プの 排 液 の臭 いが 鼻 をっ い た。
100kmも 矯 正 され た この川 は 、道 開 発 の排 水 口 と しての
大役 を律儀 に 努め 、膨 大 なー3の汚 水 を満 つ る こ との無 い
海へ と運 ん で い る。 こ の中 で 水銀 に よ る環 境 汚染 は着 実
に進 行 して い るの で あ る。 もはや 鮭 の帰 って こな い川 。
文 明の 犠牲 に な った 川。 い った い この 川 は、 どの くらい
永 い聞 、 生 命の 営 み を 見つ め続 けて きたの だ ろ うか。
旭 川 「よ し乃Jの 皆 様 、 奈井 江 の 大野 家 、 岩 見沢 の 前
田家 、札幌 の佐 々木家 の 皆 様 の暖 かい 御 支援 に ささ え ら
れ 、27日 、 全 員 圧体 満 足 で 海 に到 着 した。12日 間150km
の決 死 行 で あ る。
その 日、巷 は田 中逮 補 に揺 れて い た。 しか し、 そん な
事と は関係 な く、 石狩 川 は満 つ る こ との ない 海へ 汚 水 を
黙 々 と運 んで いた。
そ して 、灼 熱 の太 陽 に照 ら され て 、眼 前 の海 は眩 しい
ほ ど 「7、 徐 々に その 輝 き を増 し始 め て いた 。
(第4学 年 学 生)







各 種 奨 学 生 数(昭 和51年9月 現在)
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※ 日本育英会奨学金貸 与月額の〔1内 は第1学{Fの 貸与月額で ある.,
学 生 団 体 に つ い て
本学 で は現 在、 体 育系23、 文 化 系20の 学 生 団体 が活 発
に活 動 を行 って い ます。
体 育 系 、文 化 系 の サ ー ク ル 名及 び責 任 者 等 は次 の とお
りで す 。
(学 生 課)
昭 和51年 度 学 生 団体 一 覧
(昭 和]51臼モ7月1日f見!量 …)
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体 育 系 団 体 名 会員数 責 任 者 顧 問教 官
ラ グビー フ ッ トボ ール 部 23 横山 良伸 鮫島 夏樹
硬 式 庭 球 部 34 鈴木 望 松嶋 少二
準 硬 式 野 球 部 20 落 合 聖二 坂 井 英 一
バ レ ー オぐ 一 ル 部 12 浜崎 卓 倉橋 昌司
ノく ド ミ ン ト ン.0 22 楠 祐 一晴山 稚寛
徒 歩 旅 行 の 会 14 一二木 源 笹森 秀雄
陸E競 技 ク ラ ブ 10 高木 勇 美 甘'和 哉
空r}祁 10 猪俣 光孝 佐藤 利宏
山 岳 部 15 石川 直 八幡 剛浩
卓 球 部 14 西野 茂夫 岩渕 次郎
弓 道 部 20 大崎 能伸 黒島 塩乏汎
剣 道 部 12 道薮 裕 原田 典
洋 弓 ク ラ ブ 12 江尻 倫昭 丸.1㌦ 基 夫
柔 道 部 12 石川 裕司 青木 藩
サ ッ カ ー 部 18 堀毛 清史 山 村119 ㌣
バ スケ ッ トボ ー ル 部 17 宮津 誠 '1乙塚 寿 ～至
ス キ ー 部 22 石丸 晶 東 匡11!
ボデ イビ ルデ イング部 20 豊川 好 男 戸松 良 一
ゴ ル フ 部 25 岡本 洋 原田 ・典
少 林 寺 挙 法 部 11 船井 哲雄 武部 和夫
ボ ー リ ン グllll好 会 14 森川 秋N E口 勇次郎
自 動 車 部 11
一こ
.ヒ 淳 一晴山 稚寛
ア ドベ ンチヤー クラブ 5 町田 光司 原 田i_-Gl雄
一 ノ/
(文化系)
団 体 名 会員数 責 任 者 顧 問教官
写 真 ク ラ ブ 10 鈴木 伸治 星野 ∫介
軽li楽 ク ラ ブ ti 安在 貞祐 岡田 雅
5:
II楽 集 団 飛 行 船 18 長谷部直幸 市原 和夫
医 療 研 究 会 33 足 立ひとみ 鮫島 夏樹
美 術 部 8 長南 典秀 原田 典
語 学f/f究 会 20 占川 英樹 戸 松 良 一
落 語 研 究 会 14 石橋 隆治 仲西 忠之
探 険 郎 バ ク の 会 10 松浦 順 笹森 秀推
生 物 ク ラ ブ 14 加藤 法導 美甘 和哉
ア ロ メ 会 7 1=田 譲= 青木 藩
茶 道 部 10 吉田 若登美 吉田 征子
天 文 ク ラ ブ 20 品田 雅博 今川 民雄
ス ペ イ ン語 研 究 会 10 田 ぐ部 芳志 八幡 剛浩
)た こえサー一クル「ぼ うふら」 12 高木 勇 安孫子 保
聖 、1}・を 読 む 会 5 今村 昌幹 黒田 一秀
穫 敷 文 の 会 19 中村 克己 岡田 雅勝
.臼 、り一ハ ー ツ クラ ブハ ント 14 藤沢 真 高村 孝 夫
宇 宙 物 理 研 究 会 10 藤 井 宏 一河 原林 「畠男
目 本 史 研 究 会 10 Jrxffi宏 原 田 一典
囲 碁 部 15 岡村 廉晴 Itx/l'英.一
言ト 報
本 学 参 与 盛 永 要氏(74
歳)は 、 市"五旭 川病 院 にお い
て 入院 加 療 中 の と こ ろ、去 る
8月7日( -i二)、胃癌 の た め
御 逝 去 され ま した.
こ こ に謹 んで 哀 悼 の 意 を 表
します 。
同 氏 は 、 本 学 参 与 と し て 、
高 い識 見 と誠 意 を もっ て本 学 の
諮 問 に応 え られ 、 また 、国 、i乙旭
川医 科 大 学 設置 協 力会理 事 と して 、建 設 途Lに あ る本 学
の整 備 充 実 に貢 献 され る な ど本 学 の建 設 運 営 に尽 庫 され
ま した。史に 、附 属 病 院 に欠 くこ との で きない福 利奉 仕 脚拝
業 の ため に財 団 法 人 旭仁 会 を設1/す る こ と に 多大の 尽 力
を され ま した 、
これ らの功 績 に対 し、過i、 感 謝 状 が御霊 前 に贈 られ
ま した 。
(庶 務課)
驚ii;蘇:i二i熱灘:蕉:i:;麟蕉織ll灘 総磯i難1聯il鋤1鱗 蕩1贈il総 諜;鷺i:雛驚i嫁 鐸 驚:1;ll
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率畠111辛 谷 三
▲ 読,1}=に疲 れ た と き な ど、頭 をr虚 に して じっ と漢 字 を
兄つ めCい る と きがあ る。 こん な と き、 その 漢 字 が ど う
して で きたの だ ろ うか 、 発生 当時 の 文字 は ど うだ っ た ろ
うか と思 いめ ぐ らす こ とが あ 歓 、こん な こ とが縁 で駿 ・
周時 代 の 金 文集 を と き ど き眺 め て い る。 古代 中国 の 文字
は実 に きれい で あ る.そ して 、字 を眺 め て い るだ けで古
代中 国 人の もの の 兄 方、 もの ご との と ら え方 が わか るよ
うな気 が す る、,
▲r:,,,LACf'の医 の字 をみ て み よ う、傷 口 か ら矢 を と り出 して
酒 をi{_い でい る ・幅 の絵 なの で あ る 、太 占 は西 を巫 と 菩
い てい る,、み こが祈 祷 を して 治 した か らで あ ろ デ、学 は
f-firにrか ら}へ 計 算 を教 え る とこ ろ なの で あ る。 す な
わ ち、 学校 その もの で あ る.,教 育の 教 の 字 は 、子 供 に 計
算 を む ちで うって お し える絵 で あ る。 教 育 に は愛 の む ち
が必 要 なのは 占今4〔西 を問 わすご同 じだ った こ とを示 して
い る、,育は、Ill二は疏 の 字 を使 って い た。 母親 がfを 産 み
終 った こ ろの絵 で あ る。 羊 膜 が破 れ 、羊 水 が流 れで て 正
常位 で 無 事 出産 した とこ ろで あ り、 この 了一はや がて す く
す く育 って い くこ とで あろう。現 在使 わ れ て い る育 は 羊膜
の 破 片 と正 常 位 で 生 まれ た 子供 を、強 調 して 描 いてあ る.
▲ こ の よ うに医 学 教 育 と い う四っ の漢 字 を じっ とみ つ め
て い て も、 古it中 国 人の愛 とか 、慈 しみ とか 、 生の 喜 び
な ど、豊 か な情緒 がひ しひ しと身 に迫 って くるの で あ る。
(公衆衛生学 講座 教授)
な お窓 外 カ ッ トは 北 海道 新 聞掲 載
とり出す
傷 口 、/
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